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新入生１０８名を迎え、令和５年度がスタート！ 

 

 　ご入学、ご進級おめでとうございます。新入生１０８名を迎え、令和５年度がスタートしました。

　さて、入学式では、厳粛な雰囲気の中、新入生の皆さんの中学校に入学する喜びと本校の１年生として

頑張ろうとする決意が伝わりました。また、２・３年生も、決意をもった表情で、あたたかく１年生を迎

 えようとする雰囲気があり、大変喜ばしく感じました。

 　入学式の式辞の中で、１・２・３年生に２つのお願いをしました。

　１点目は、「心のこもった丁寧な挨拶」を生徒も先生も行っていきたいということ。挨拶は、他

者への思いやりの第一歩であると考えます。 

　２点目は、この入学式を機会に新しい自分づくりをはじめてほしいということ。４月は新たな

決意をもって、少しでも自分を成長させたいと考えているものです。成長しようとする友だちを

認め、応援してください。

　また、入学式の前に行われた始業式では、２・３年生に対して、人が成長するには３つの条件が必要で

あることを紹介しました（いくつも条件はありますが）。 

　１つ目は、目標をしっかりと持つこと 

　２つ目は、毎日の生活をよりよいものにして行くこと 

　３つ目は、家族、友だち、先生など、周りの人を信じ、思いやりの心をもって行動すること

　最後になりますが、生徒・保護者・地域・学校が協力し、一人一人の生徒が確実に成長するように、

一歩一歩着実に歩みを進めていくことが大切だと思っています。よろしくお願いいたします。 

 

丸内中学校のめざす姿 

 

〈教育目標〉心身ともに健康で、自主自律の精神に富み、人間性豊かな丸中生徒の育成 

 

〈めざす姿〉 

　　めざす生徒像　　～自主・自律・活力ある丸中生徒～ 

　　　・主体的に学習や活動に取り組む生徒〈自主〉 

　　　・自らを律し、他と協調し、心を通わせることができる生徒〈自律〉 

　　　・進取の気性に富み、たくましく生きる力を持った生徒〈活力〉 

 

　　めざす学校像 

　　　・生徒が学ぶ喜び、自己の成長を実感できる学校 

　　　・生徒と教職員が安心して生活し、笑顔と活気にあふれる学校 

　　　・保護者や地域から信頼される学校 

　　　・教職員が目標を一つにし、共通理解・共通行動をとれる学校 

　　　・教職員のコミュニケーションとリスペクトを基盤とした組織的な学校 

自主・自律・活力ある丸中生徒


